平成２０年５月１日
配管基幹技能者　各位
配管基幹技能者認定講習会本部

新制度のお知らせ
　基幹技能者制度は、建設業法施行規則の改正により平成２０年４月１日から登録講習制度として位置付けられ、同日以降に国土交通大臣に登録をした実施機関が行う「登録基幹技能者講習」を修了した基幹技能者は、新たに経営事項審査において加点評価されることとなりました。

　この制度改正によって、現行の「配管基幹技能者認定制度」を運営している日空衛・全管連・日管連の３団体では現行制度を「登録配管基幹技能者講習」として新制度に移行するために、平成２０年度内に登録講習の実施機関として国土交通大臣に申請することを予定しております。
　なお、新制度では、講習修了試験においてテキストの持込は認めないなど、他の国家資格に準じた制度とすることが求められております。
　平成１９年度までに「配管基幹技能者」の認定を受けられた方は、そのままでは加点評価対象の資格者とはならず、加点評価の対象となるためには新制度移行後に別途ご案内する「特例講習」を受講し、新制度の講習修了証の交付を受ける必要があります。　

　
　特例講習を受講するには、「配管基幹技能者」の資格取得後、基幹技能者としての実務経験が１年以上あることが必要です。また、特例講習は４時間３０分（１日）の講義を予定しております。　

　特例講習の実施につきましては、改めてご案内申し上げますので、何卒ご理解を賜りますようお願い申し上げます。
